
日本原子力研究開発機構（JAEA）による

主旨
東日本大震災からまもなく３年。東京電力 福島第一原子力発電所の事故終息
に向けた取り組みは依然として厳しい状況が続いている。
今回は、日本原子力研究開発機構（JAEA）の福島技術本部のご協力を得て、
JAEAとして取り組む福島事故への対応を中心に、現在の状況等についてお話
を伺う機会を設け、聴講者全員で問題を共有することを主な目的とする。

主催：原子力研究所、原子力オープンスクール
共催：原子力安全工学科、閃源会、共同原子力専攻

対象：学内の学生、教職員

日程：2014年1月22日（水）13：00開場 13：30～16：30

場所：2号館21C教室

講演１「福島第一事故の概要とJAEAの取組み等について」
講演２「放射能分布の詳細調査 －最新のモニタリング技術

について－」
講演３「廃止措置に向けた研究開発等について」

[問合せ] 原子力研究所(王禅寺キャンパス)

担当：羽倉 nhagura@tcu.ac.jp

http://fukushima.jaea.go.jp/

申込：不要

※講演タイトルは仮題です


